
鯛辞重商聴

ー
勘
当
朝
川
勲
効
点
間
翻
爛
製
鋼
劃
骨
割
判
副
詞

討
割
胤
即
日
副
因
周
測
周
到

藷
規
薯

＼
mMルル筋～…“ヾ“ヾ“時

世

や
心血脚恥や“心咽

温
雅
水
コ
レ
ラ
、

△
「
宙
応
曲
ど
こ
へ
い
っ
て
も
、
命
献
滝
部
雑
株
れ
て
へ

ん
凪
忠
治
は
宵
の
中
る
。
せ
が
郎
流
れ
込
む
河
口
藍
浮
中

海
恵
を
み
る
と
、
ど
こ
で
も
、
じ
ゅ
っ
と
ん
手
最
い
て
る

き
っ
に
・
＞
し
ま
洋
怒
薬
師
鷺
通
し
て
る
e
そ
牡
、
清
濁

の
入
り
、
ノ
総
轄
＞
の
せ
い
甘
ん
甲
て
P

O
「
せ
れ
が
コ
レ
ラ
と
ど
ん
蛍
慰
響
薯

A
T
そ
の
α
ゆ
う
に
ん
淵
の
恐
深
場
蹄
へ
、
裏
や
、
火

申
し
の
温
雅
米
伊
と
7
γ
流
れ
て
く
る
と
・
参
に
中
は
色

揚
の
、
コ
レ
乏
母
野
藩
敬
壕
碇
が
で
き
る
。
Z
れ
両
杯
努

さ
ん
の
揖
や
け
ど
“
、
ち
立
つ
ど
コ
レ
ラ
多
発
地
の
－
ぐ
ツ
ゲ

）
ユ
ア
イ
シ
王
の
海
と
鼠
じ
薪
能
－
に
な
る
「
．
」

0
1
去
年
の
三
日
、
血
便
源
の
鮭
官
用
河
口
で
、
コ
レ
ラ
頭

が
萱
さ
弟
て
太
さ
わ
ざ
し
巨
の
譲
、
ざ
る
ほ
ど
等
机
が

原
画
が
ア
ピ

△
「
う
ん
、
一
二
日
0
氷
温
や
つ
巨
も
、
コ
レ
ラ
西
棟
毘
全

に
死
ん
で
し
ぎ
7
の
に
、
空
き
の
び
る
ざ
と
ろ
か
督
遇
ま

で
し
て
巨
の
雷
、
工
場
の
温
排
水
が
・
エ
J
J
う
ど
J
い
ぐ

患
つ
い
に
、
涼
を
か
さ
ま
せ
て
巨
ワ
ケ
や
。
」

㌢
仁
子
子
′
′
ノ
人
㌢
タ
′
㌔
′
′
，
宅
を
／
誓
Z
j
…
…
．
｝
・
′
・
ノ
，
ノ
ラ

、
、
n
8
一
服
へ
ど
う
に
し
て
ま
さ
に
い
ざ
貴
い
と
思
い
転
が
う
・
エ
ー
さ
，
寄
王
事
し
・
・
・
・
．

●
十
人
鷹
取
一
三
－
ヒ
ー
一
三
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⑲
　
い
き
r
J
重
き
互
い
て
る
り
ほ
鉛
個
の
餌
は
碕
書
手
さ

つ
き
寄
、
て
∴
汀
乱
－
ト
ン
に
嚢
嬉
し
て
る
売
電
の
磨
き
つ

く
っ
て
凍
っ
て
子
羊
と
～
う
。
る
年
季
筒
石
組
、
勧
告
か
ら
趨

露
へ
豊
鳴
り
。
や
っ
脅
、
薩
檀
一
旬
さ
け
て
や
っ
て
き
た
ア

A
未
ス
テ
イ
の
角
ヤ
え
（
佼
嵩
－
一
一
時
ざ
る
奏
0
7
4
ビ
4
ビ
馬

っ
7
い
や
）
と
ふ
く
急
7
2
に
馨
し
了
X
X
欝

宵
l
）
ウ
ル
I
Y
イ
ト
へ
。
、
連
行
訪
し
4
号
鐘
蕉
蜃
豊
風
く

人
も
、
い
ま
ち
ょ
っ
と
蒙
へ
帰
っ
て
い
る
。

久
し
掛
り
に
・
葦
・
強
み
と
。
、
軌
灘
青
緩

ま
ピ
ー
庫
も
か
か
ウ
て
こ
曾
い
。
r
う
ー
と
い
う
の
で
、
と
も

か
く
（
も
一
三
責
と
曲
要
の
オ
モ
ー
T
働
摩
幼
日
に
か
い
て
終
っ

て
モ
の
で
）
ご
親
電
か
キ
善
r
し
辛
わ
け
材
の
官
か
・
…

⑧
　
陀
夜
・
＾
渡
松
宮
伍
琢
ひ
な
伊
V
の
青
く
ん
が
、
刷
り
よ

っ
王
事
馬
公
文
富
市
華
か
之
と
・
せ
高
三
や
之
聖
殿
四
三
一
五

七
号
へ
心
塞
荒
涼
厚
を
勃
観
ず
3
〝
争
う
を
と
り
生
き
た
〇
一

を
7
着
が
そ
の
と
き
・
思
わ
叫
ワ
ア
上
す
ど
い
吉
と
な
つ
尾
の

は
、
ナ
ン
土
盛
思
！
？
。
葱
錐
」
が
一
－
本
・
ウ
冠
聖

升
。
滴
・
膿
耐
修
ち
森
与
よ
＝
あ
う
～
ふ
亨
で
く
・
5
㍍

と
が
あ
っ
て
・
し
か
か
ぜ
シ
ッ
ク
で
／
手
†
イ
が
ら
、
馬
，
と

な
る
怯
i
度
ん
甲
十
七
瀞
取
替
も
q
宵
が
、
寧
故
国
、
雇
い
切

身
か
写
し
窯
畠
仁
か
、
つ
ま
浩
宗
釘
の
壷
多
量

今
季
ぼ
る
年
子
や
ん

抄
う
う
と
忠
う
ー
と

宙
常
を
、
モ
半
群
摘

う
か
や
で
▲
脚
ぐ
る

い
ま
こ
う
か
一
事
曾
－
が

が
で
・
よ
い
み
正
月

ま
し
て
が
ゆ
で
と
ー
ナ

も
っ
と
を
小
史
信
忠

⑭
　
と
い
う
之
と
ぞ

与
蓋
・
・
・
」
と
ネ
っ

京
に
何
字
も
い
巨

さ
す
か
天
頂
や
じ

い
ど
っ
巨
り
に

「
希
い
ち
ゃ
ん

・
に
を
の
り
卵
と
サ
ン

ー
フ
し
ー
と
萄
い
て
て

一
歩
一

歩
の
つ
み
か

不
虫
の
導
シ
ン
ポ
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鴨
池
疑
援
聖
歌
直
轄
I
i
－
…
i
i
－
－
i
－
j
－
招
昔
筋
は
懸
隔
－
ぱ
忠
鱗
醤
海
曹
1
－
－
i
i
I
…
！
i
－
I
I
～
－
…
l
～
－
！
圭
－
．
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飯
事
銑
襟
筋
斜
へ
患
部
ゾ
南
出
口
下
垂
エ
・
介

欝
魚
＜
毒
Y
か
ら
紅
葉
ノ
約
8
分
∴

へ
の
蕉
r
）
お
し
還
り

営
南
汚
旧
い
軍
縮
魚
信
甚
路
。
日
高
に
原
発
を
つ
く

ら
せ
曾
い
割
謡
襲
連
合
（
誌
泳
馬
手
葱

を
彊
i
爪
掠
レ
憲
蒋
削
除
o
何
か
何
で
＄
原

発
圭
叔
灯
す
e
せ
巨
与
の
グ
ル
ー
ナ
（
路
称
ず
9

ハ
～
と
し
の
語
頭
応
V
謬
卿
・
盾
揺
る
ぎ
7
争
o

〇
百
篤
轄
そ
の
他
の
市
民
・
住
民
連
動
の
早
め
の
集
会
へ
会
場

）
鍬
．
き
ま
し
辛
。
ダ
人
位
か
ら
助
人
位
ま
で
に
は
ワ
ッ
チ
ッ

ヶ
今
＆
思
い
余
脇
貫
を
使
っ
て
い
た
の
び
半
分
以
下
竺
入

営
り
の
各
個
珍
重
貫
一
〇
㊦
円
X
大
鼓
十
三
〇
〇
円
（
予
約
淘
逼
、

帝
同
車
犯
宙
を
甘
F
て
通
い
怨
し
、
と
い
う
心
髄
も
あ
り
を

せ
ん
。
へ
綾
部
申
込
み
ざ
と
に
つ
い
て
帰
、
ひ
を
、
立
通
し

軍
都
攻
・
歩
合
・
サ
リ
常
山
争
励
合
せ
て
下
さ
い
）
・
但
し
毒

草
一
百
五
千
円
以
工
の
合
壁
へ
毛
管
い
と
悠
鯨
が
ム

才
力
シ
イ
の
で
、
狸
脅
カ
ン
I
ヾ
メ
ン
I
ヾ
－
き
っ
の
つ
て
い
ま

す
：
生
玉
吾
草
木
ナ
官
舎
ニ
ノ
雷
（
ざ
る
で
売
）

人
㊤
雪
上
阜
愚
紅
海
ね
運
上
が
b
k

用
薄
縁
勝
摩
＞
阜
璃
篭
稲
造
乳
の
試
理
」
を
ま
い

て
雇
え
空
っ
」
菰
廟
へ
と
く
に
島
ふ
さ
何
せ
ま
す
）

忠
常
茎
0
0
綱
2
窯
場
大
歓
迎
・
但
し
起
費
薯

．
ぐ
ら
い
に
付
、
嬉
蝕
楼
閣
V
T
さ
い
。
－
日
商
に
原

発
に
て
さ
せ
へ
ん
や
！
彊
気
焔
金
本
弟
い
連
合
・

皆
娼
祝
厚
い
簿
r
紅
め
准
続
細
分
。
従
取
＾
遼

均
密
会
へ
略
航
速
煎
合
し
　
滋
で
も
ぜ
ひ
o

計
溝
緒
終
篤
を
鰐
麓
隊
－
原
子
力
ぽ
ご
め

ん
昏
‘
尉
超
過
総
会
へ
略
称
馬
連
）
・
瑳
句
会
・

科
白
縞
窪
馬
路
秘
所
・
＾
不
払
い
連
＞

名
グ
ル
ー
ナ
（
事
務
員
）
転
大
運
玲
・
作
薫
畠
1

万
、
／
カ
ラ
偉
撹
寵
五
シ
カ
ラ
毛
プ
く
り
。
（
材
埠

鴬
塞
貸
）
。
未
払
㊤
餌
も
掛
7
ぽ
っ
行
動
に
入
り

ま
す
・
全
寮
に
合
っ
て
、
寺
話
せ
の
カ
ー

序／。

㌻
∴
ト
ト
重
責
脚
欝
駁
－
劫
刊
・
p
A
サ
リ
ー
畠
へ
・

す
ぐ
に
現
在
3
号
も
毅
存
9
日
烏
合
の
′
涛
初
島
祭
と
雨

脚
状
況
の
遼
扱
征
。
由
や
村
佐
野
匡
観
望
吉
－
岬
ウ
哲
学
品

」
や
田
一
千
・
励
小
村
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
一
き
レ
て
自
身
舌
も

そ
れ
電
送
っ
巨
新
顔
の
切
手
、
富
岡
色
情
伊
、
切
め
い
て
、
斉
と


